


































うにして現在のブータン像を作り上げていったのかを、期に分けて解説された。第期は 1950 年代から 60 年代
で、初の国籍法が公布され、領土内に定住する農牧民をほとんど区別なく包摂していった。第期の 1970 年代に
は、国内の「異民族」間の婚姻を奨励し、国語や国史の共有を進めるなど、血と文化をとおした国民の均質化がは














（Lopen Gembo Dorji） およびロペン・ソナム・ボンデン（Lopen Sonam Bomden）の両師に、発表いただいた。
特にゲンボ・ドルジ師は、ブータン仏教を統括する中央僧団（Central Monk Body）の事務局長（Secretary
General）の要職にあり、ブータン仏教の歴史的背景について詳しいお話を伺うことができた。また、師の属する
マハームドラー（大印契）の伝統では、止（シャマタ）と観（ヴィパシュヤナー）が重視されるとの説明があり、
呼吸に集中する瞑想法である数息観をみなで行った。日本側からは、宮本研究員が、今回の研究集会の趣旨である
多文化共生思想についての解説を行い、さらに斎藤客員研究員が「宗教と平和─仏教を中心として─」、堀内研究
助手が無著（アサンガ）の『摂大乗論』における唯識説について発表を行った。また橋本研究員、永井研究員、井
上研究員も、それぞれ、多民族社会における共生、現象学と仏教、人道と共生という観点から発表を行い、三澤
PRAも日本内でのブータンに対する関心の高さなどを紹介し、質疑が行われた。
今回の研究プロジェクトでは、昨今「幸福の国」として注目を浴びているブータンの実情を見極め、多文化・多
宗教の「共生」への知見を得るという実地調査も大きな主眼の一つであった。視察・調査を行ったのは首都ティン
プー、古都プナカ、国内唯一の空港のあるパロのか所であり、すべて西ブータンに限られたが、期間中、多くの
ラカン（寺院）、ゾン（城塞の意。現在では役所・寺院）、尼僧院、国立僧学校を視察することにより、その点につ
いても多くの成果が得られた。また、チベット仏教を国教とするブータンでの現地調査は、「国家と宗教の共生」、
「宗教と幸福」などさまざまな課題を考える上でも多大な示唆が得られた。
94 研究調査報告「ブータンにおける多文化共生研究プロジェクト」
